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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
9
0
0
部

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

（
全
建
総
連
）
は
6
月
26
日
、

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
と
小
音
楽

堂
で「
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

予
算
要
求
、中
央
総
決
起
大
会
」

を
開
催
。
49
県
連
組
合
か
ら
3

6
1
1
人
（
東
京
土
建
は
1
6

5
4
人
）
が
参
加
し
、
交
渉
団

が
各
省
庁
と
交
渉
を
行
な
い
ま

し
た
。
午
前
中
、
全
建
総
連
東

京
都
連
合
会
は
「
全
都
建
設
労

働
者
対
都
要
請
行
動
」を
実
行
。

今
回
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

集
会
を
行
な
い
、
個
人
請
願
行

動
を
実
施
。
国
保
組
合
へ
の
都

費
補
助
確
保
な
ど
求
め
ま
し

た
。
同
時
に
都
庁
で
は
都
連
の

代
表
が
各
局
と
政
党
各
会
派
へ

交
渉
・
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

（
4
・
5
面
に
各
省
庁
交
渉
、

各
局
交
渉
の
概
要
を
掲
載
）

決意表明する八王子支部の坂爪さん（右）と石川さん

東
京
土
建
は
7
月
6
日
、
7
日

の
2
日
間
、群
馬
県
安
中
市
の「
磯

部
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
」
で
、
分
会

活
動
経
験
交
流
集
会
を
開
催
し
、

全
都
か
ら
2
3
9
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

集
会
開
始
に
あ

た
り
、
松
丸
一
雄

委
員
長
は
、
建
設

産
業
も
政
治
と
大

き
く
関
わ
っ
て
い

る
と
、
参
議
院
選

挙
へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
「
こ
の
2
日
間
、
多
く
の

分
会
の
経
験
に
学
び
、
経
験
を
つ

く
り
、
次
は
皆
さ
ん
が
経
験
を
語

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

後
継
者
対
策
部
と
組
織
部
か
ら

の
あ
い
さ
つ
で
は
、
石
川
後
継
者

対
策
部
長
が
「
支
部
の
垣
根
を
こ

え
て
自
分
の
悩
み
や
苦
労
な
ど
を

話
し
合
っ
て
、
得
る
も
の
を
支
部

・
分
会
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
檜
山
組
織

部
長
は
春
の
拡
大
月
間
の
報
告
を

行
な
い
、
「
全
世
代
で
つ
な
が
る

組
織
活
動
を
進
め
よ
う
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

熊
切
書
記
次
長
が
分
会
経
験
交

流
集
会
の
目
的
と
テ
ー
マ
と
題
し

て
報
告
し
、
「
過
去
の
経
験
交
流

集
会
の
参
加
者
が
今
や
群
・
分
会

・
支
部
・
本
部
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
活
躍
し
て
い
る
。
粘
り
強
い

継
続
的
な
活
動
こ
そ
が
新
た
な
変

化
を
生
み
出
し
、
新
た
な
到
達
を

築
き
展
望
が
見
え
て
く
る
。
と
も

に
活
動
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
る
よ

う
な
交
流
集
会
に
し
て
行
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

支
部
・
分
会
経
験
報
告
は
、
小

平
東
村
山
、
西
多
摩
、
江
戸
川
、

北
、豊
島
の
5
支
部
が
行
な
い（
一

部
3
面
で
紹
介
）
、
分
科
会
は
①

若
手
・
新
人
、
②
群
会
議
オ
ル
グ
、

③
支
部
版
の
分
会
経
験
交
流
集
会

・
事
業
所
関
係
の
3
つ
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
て
開
催

し
ま
し
た
。

2
日
目
は
17
の

分
散
会
に
分
か
れ

て
、
組
合
活
動
で

の
悩
み
や
課
題
な

ど
を
出
し
合
い
交
流
。
そ
の
後
、

全
体
会
で
主
婦
の
会
、
青
年
部
、

組
織
部
か
ら
報
告
を
受
け
、
参
加

者
と
石
川
後
継
者
対
策
部
長
、
檜

山
組
織
部
長
が
決
意
表
明
し
ま
し

た
。

決
意
表
明
で
登
壇
し
た
八
王
子

支
部
の
坂
爪
幸
男
さ
ん
は
、
「
素

晴
ら
し
い
経
験
が
報
告
さ
れ
、
自

分
の
分
会
で
で
き
る
か
心
配
に
も

な
る
が
、
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、

こ
の
交
流
集
会
が
あ
り
、
東
京
土

建
が
発
展
し
て
い
く
」
と
述
べ
、

今
年
、
青
年
部
長
に
な
っ
た
18
歳

の
石
川
陽
一
さ
ん
を
紹
介
。
石
川

さ
ん
は
、
「
小
さ
い
青
年
部
な
の

で
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も

人
が
集
ま
ら
な
い
が
、
部
長
に
な

っ
た
の
で
変
え
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
青
年
部
の
仲
間
が
登
壇

し
、
五
本
木
青
年
部
長
の
音
頭
で

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
行
な
い
閉
会

し
ま
し
た
。

全国から3500人を超える仲間が結集

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
て
吉
田
中
央
執
行
委
員
長
が
、

「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
7

年
連
続
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

現
場
に
届
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
週

休
2
日
を
同
時
に
進
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
建
設
国
保
の
ハ
ガ
キ

要
請
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
今
日
の
決
起
集
会
と
各
省
交

渉
を
成
功
さ
せ
て
、
予
算
獲
得
に

向
け
て
大
き
く
前
進
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
衛
藤
晟
一（
参
・

自
民
）、
斎
藤
嘉
隆（
参
・
立
民
）、

増
子
輝
彦（
参
・
国
民
）、三
浦
信
祐

（
参
・
公
明
）、吉
良
よ
し
子（
参
・
共

産
）、
福
島
み
ず
ほ（
参
・
社
民
）の

国
会
議
員
が
駆
け
つ
け
、
激
励
と

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
で

仲
間
に
支
援
を

基
調
報
告
に
立
っ
た
勝
野
書
記

長
は
、
「
働
き
方
改
革
で
労
働
基

準
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
た
。
労
働

時
間
の
把
握
・
管
理
の
義
務
付
け
、

36
協
定
や
就
業
規
則
の
作
成
が
厳

し
く
求
め
ら
れ
る
。
仲
間
に
正
確

な
周
知
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
本
運
用

が
始
ま
り
、
技
能
者
の
能
力
評
価

制
度
や
企
業
の
評
価
制
度
の
基
準

作
り
の
論
議
が
進
ん
で
い
る
。
仲

間
の
資
格
取
得
の
支
援
を
進
め
て

い
き
た
い
。
担
い
手
3
法
と
い
わ

れ
る
、
建
設
業
法
、
入
札
契
約
適

正
化
法
、
品
質
確
保
法
の
改
正
で

は
、
著
し
く
短
い
工
期
の
締
結
の

禁
止
、
社
会
保
険
加
入
を
建
設
業

許
可
の
新
規
や
更
新
の
要
件
と
す

る
、
下
請
代
金
の
う
ち
の
労
務
費

相
当
分
は
現
金
払
い
と
す
る
と
さ

れ
、
し
っ
か
り
と
現
場
で
実
行
さ

れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。
ゼ

ネ
コ
ン
や
住
宅
企
業
は
増
収
増
益

に
も
関
わ
ら
ず
労
働
者
へ
は
ほ
と

ん
ど
届
い
て
い
な
い
。
全
建
総
連

は
賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
や
就

労
環
境
の
改
善
を
求
め
て
き
た
。

来
年
の
春
に
向
け
て
広
範
な
取
り

組
み
に
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

骨
太
の
方
針
に
示
さ
れ
て
い
る
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
、外
国
人
材

受
け
入
れ
促
進
、
オ
リ
パ
ラ
や
関

西
万
博
と
い
っ
た
大
規
模
国
際
大

会
、
社
会
保
障
制
度
見
直
し
で
の

問
題
点
を
指
摘
し
、
参
院
選
を
重

要
課
題
前
進
の
大
切
な
機
会
だ

と
、
全
て
の
仲
間
に
投
票
権
を
行

使
す
る
よ
う
に
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
は
全
国
青
協
の
仲
間
が
決

意
表
明
し
、
集
会
決
議
を
全
体
の

拍
手
で
採
択
し
て
閉
会
。
参
加
者

は
東
京
駅
方
面
へ
デ
モ
行
進
を
行

な
い
ま
し
た
。

■
け
ん
せ
つ
6

月
1
日
号
に
掲
載

し
た
、
中
野
健
太

郎
さ
ん
（
品
川
支

部
）
の
不
当
取
り

調
べ
事
件
の
記
事
を
読
ん
だ
仲

間
か
ら
裁
判
の
支
援
を
し
た
い

な
ど
の
声
を
頂
い
た
。
あ
る
支

部
か
ら
は
、最
近
、中
野
さ
ん
と

同
様
の
事
件
が
起
き
て
お
り
、

相
談
を
受
け
て
い
る
と
の
話
を

聞
い
た
。
ま
た
杉
並
支
部
の
機

関
紙
で
は
中
野
さ
ん
の
事
件
を

大
き
く
取
り
上
げ
、仲
間
に「
職

質
さ
れ
た
！
」
情
報
を
寄
せ
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

■
警
察
の
民
主
化
を
訴
え
て

き
た
元
北
海
道
警
察
幹
部
の
原

田
宏
二
さ
ん
は
、
職
務
質
問
へ

の
対
処
法
を
公
開
し
て
い
る
。

①
「
こ
れ
は
職
務
質
問
で
す
か

？
任
意
で
す
ね
」と
確
認
す
る
、

②
冷
静
に
対
応
す
る
。
警
察
官

と
口
論
し
た
り
、
手
を
触
れ
て

は
な
ら
な
い
、
③
警
察
手
帳
の

提
示
を
求
め
、
警
察
官
の
所
属

・
階
級
・
氏
名
を
確
認
す
る
、

④
声
を
か
け
た
理
由
の
説
明
を

求
め
る
、
⑤
所
持
品
検
査
に
は

応
じ
な
い
、
⑥
同
行
要
求
に
は

応
じ
な
い
。
そ
の
場
で
終
わ
ら

せ
る
、
⑦
で
き
れ
ば
警
察
官
と

の
や
り
取
り
を
録
音
す
る
、
と

い
う
も
の
だ
。

■
6
月
1
日
に
取
り
調
べ
の

可
視
化
を
義
務
づ
け
る
改
正
刑

事
訴
訟
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、

裁
判
員
裁
判
事
件
と
検
察
の
独

自
捜
査
事
件
に
限
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
軽
微
な
冤
罪
事

件
な
ど
は
無
く
な
ら
な
い
。
警

察
の
身
勝
手
な
判
断
で
凶
器
と

見
な
さ
れ
る
工
具
を
携
行
す
る

私
た
ち
は
、
任
意
の
限
度
を
超

え
た
職
務
質
問
に
対
し
て
自
衛

手
段
を
と
る
し
か
な
い
。

賃
上
げ
と
週
休
２
日
同
時
に

参
院
選
で
重
要
課
題
前
進
を

も
の
づ
く
り
・

匠
の
技
の
祭
典

粘
り
強
い
活
動
で
変
化
を

「
も
の
づ
く
り
・
匠
の
技
の
祭

典
2
0
1
9
」
が
7
月
25
日
〜
27

日
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
展
示
会
場
（
Ｊ
Ｒ
五

反
田
駅
か
ら
無
料
送
迎
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
27
日
に
は
元
格
闘
家

の
魔
裟
斗
さ
ん
と
カ
レ
ッ
ジ
指
導

員
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
あ
り
ま
す
。

分
会
活
動
経
験
交
流
集
会
に
２
３
９
人

分
会
活
動
経
験
交
流
集
会
に
２
３
９
人


